


１．背景とこれまでの課題 

  カンキツ類は、フラボノイドなどの機能性成分を多く含有しています。香酸カンキツである「シ

ィクワーサー」には、ノビレチン含量が多く抗腫瘍形成や抗腫瘍作用が認められることが分かって

います。三重県では、1997 年に品種登録された香酸カンキツ「新姫」や三重県鳥羽市で「市の木」

に指定されている「タチバナ」が嗜好性に優れ、生食用や果汁飲料用として栽培面積も年々増加し

ています。これらは地域特産カンキツとして期待が高まっており、果汁商品としての利用が考えら

れます。「新姫」や 「タチバナ」には果皮の食品への有効利用も考えられるため、果皮の部位別フ

ラボノイド含量や果肉部分の部位別含量など、詳細な検討が求められます。 そこで、三重県で特産

化されてきている香酸カンキツ「新姫」や「タチバナ」の機能性成分であるフラボノイド含量をフ

ラベド、アルベド、維管束、じょうのう膜、砂じょうおよび種子別に明らかにし、類似カンキツ類

である「シィクワーサー」と比較検討しました。  
 

２．成果の概要 

（１）主要な７種類のフラボノイド成分含量は、部位間で差があることが分かりました。 
（２）エリオシトリン含量 

「新姫」ではフラベドとアルベドで最も多く、「タチバナ」ではフラベドで多く、アルベド

にも含まれます。しかし、「シィクワーサー」には全く含まれません。 

（３）ナリルチン含量 

花粉症に効果があるとされるナリルチンは、「新姫」では維管束、じょうのう膜、アルベド

の順に多く含まれます。「タチバナ」と「シィクワーサー」でも維管束、じょうのう膜、アル

ベドの順に多く、その他の部位には含まれません。 

（４）ヘスペリジン含量 

抗アレルギー作用があるとされるヘスペリジンは、「新姫」、「タチバナ」、「シィクワー

サー」に最も多く含まれるフラボノイド成分で、種子以外の部位に含まれています。「新姫」

ではアルベド、維管束、じょうのう膜の順に多く含まれます。「タチバナ」と「シィクワーサ

ー」では維管束、アルベド、じょうのう膜、砂じょうの順に多く含まれます。           

（５）ネオポンシリン含量 

「新姫」では維管束、アルベド、じょうのう膜、フラベドの順に多く含まれます。「シィク

ワーサー」では、フラベドおよびアルベドには含まれていません。 

（６）シネセチン、ノビレチンおよびタンゲレチン含量 

高血圧や高血糖抑制に効果が見られるノビレチン等のフラボノイドは「新姫」、「タチバナ」、

「シィクワーサー」のフラベドとアルベドに含まれ、特にフラベドに多く含まれています。シ 

ネセチンやタンゲレチンもノビレチンと同様、フラベドとアルベドに多く含まれています。 

 
３．成果の慣行技術への適合性と経済効果 

「新姫」や「タチバナ」の加工品や搾汁残さの機能性の有効利用につながります。特に、皮に

多く含まれるノビレチン等を有効利用する加工方法の確立に利用できます。 
 
４．普及上の留意点 

  品種により含まれるフラボノイドの種類や部位が異なります。 
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